
 

 

令和８年（２０２６年）４月１日 

 

「令和７年度市電に関するアンケート」調査結果を公開します。 

 
利用者のニーズを把握し、市電の信頼回復とサービス向上及び利用促進の参考とす

るため、ひいては、熊本市交通局の経営基盤の強化を図るため、「令和７年度市電に

関するアンケート」を実施し、その調査結果を本市交通局ホームページに公開しまし

たのでお知らせいたします。 

 

 

１ 公開資料（別添） 

・令和７年度アンケート調査結果 

・【概要版】令和７年度アンケート調査結果 

＜交通局 HP 公開 URL＞ 

https://www.kotsu-kumamoto.jp/kihon/pub/Detail.aspx?c_id=57&id=1701 

 

 ２ 調査実施期間 

   令和８年（２０２６年）１月１３日（火）～２月１３日（金） 

 

 ３ 調査対象 

市電利用の有無、居住地を問わず、幅広い年齢層の方 

 

 ４ 調査方法 

   熊本市ＨＰのアンケートシステムを活用したＷＥＢアンケートによる実施 

 

 ５ アンケート回答数 

   ２,４７８件 

 

６ その他 

取材に関するお問い合わせは下記お問い合わせ先までご連絡ください。 
 

 

 

【お問い合わせ先】 

交通局総務課 

電話：０９６－３６１－５２１１ 

総務課：課長 北添 

Kumamoto City  

News Release 



３ 調査結果（サービス全般について）

【概要版】 市電に関するアンケート調査報告書（令和７年度）

１ 調査目的・実施方法等

（1）調査目的

利用者のニーズを把握し、市電の信頼回復とサービス向上及び利用促進の参考とするため、

ひいては、熊本市交通局の経営基盤の強化を図ることを目的とする。

（2）調査方法

・調査日時：令和8年1月13日（火）～2月13日（金）

・調査対象：市電利用の有無、居住地を問わず、幅広い年齢層の方

・調査方法：熊本市HPのアンケートシステムを活用したWEBアンケートによる実施

（3）アンケート回答数 2,478件

２ 回答者属性

（2）居住地から最寄り電停までの距離（N＝2,478）

（1）居住地（N＝2,478）

（3）年代（N＝2,478）

・居住地は市内が89.7%。 ・電停から1km圏内に居住しているのは全体の約5割。

・年代については、50代が一番多く26.3%で、40代、60代と続く。

（1）市電の利用頻度（N＝2,478）

・市電を月1回以上利用する人は全体の５割弱を占める。

・市電の利用目的は、買物が最も多く、次いで外食、通勤。（昨年度は買物、通勤、外食の順）

・電停までの移動手段は62.7%が徒歩。バス・JRの乗継利用者は2割強。

・市電の改善要望は「安全運行の徹底」が最も高く25.1%。次に路線の延伸が18.6%。

・市電全体の満足度は55.8％であり、昨年度の結果と比べて4.5ポイント上昇した。また、不満足度に

ついても昨年度より5.3ポイント低下した。項目別では、全ての項目で満足度が上昇し不満足度が低

下しているが、例年同様満足度が最も高いのは「運賃」で、不満足度が最も高いのは「電停施設」と

なっている。

・全体の満足度について、昨年度からは上昇したものの、引き続き70％の目標を達成できなかった。

このことを真摯に受け止め、引き続き交通局全体で改善に向けて取り組んでいく。

（3）市電を利用する際の電停までの移動手段

（N＝2,247）

（4）市電の満足度・不満足度 ※無回答除く

（5）市電の改善要望（N＝2,296）

市電利用者満足度

55.8％
※昨年度51.3％

（2）市電の利用目的 （N＝3,508）

※複数回答あり

県外 56人（2.2%）

市外200人（8.1%）

市内 2,222人（89.7%）

～500ｍ 785人
（31.7%）

501m～1km
443人（17.9%） 1km超 1,250人（50.4%）

10代 60人（2.4%） 70代以上
 160人（6.5%）

60代 464人

（18.7%）

50代 652人
（26.3%）

40代 519人
（21.0%）

30代 399人
（16.1%）

20代 224人

（9.0%）

まったく利用

しない 244人

（9.8%）

年数回 1,089人
（44.0%）

月1～3日
593人（23.9%）

週5～7日 306人

（12.4%）

週1～4日

246人

（9.9%）

利用目的 割合 件数（件）

通勤 16.6% 582

通学 1.2% 41

買物 32.1% 1,126

通院 4.6% 162

塾・習い事 2.0% 72

仕事中の移動 10.5% 367

観光 4.5% 158

外食 22.7% 795

その他 5.8% 205

合計 100.0% 3,508

電停までの移動手段 割合 件数（件）

バス 12.6% 283
熊本電鉄 1.7% 38

JR 9.4% 212

自動車 6.0% 135
自転車（バイク含む） 6.1% 138

徒歩 62.7% 1,409

その他 1.4% 32

合計 100.0% 2,247

項目 「満足」＋ 「やや満足」 「不満」＋  「やや不満」

ⅰ市電路線 54.8% 21.4%

ⅱ運行ダイヤ 56.2% 20.8%

ⅲ運賃 67.0% 9.6%

ⅳ市電車両 52.2% 22.3%

ⅴ電停施設 40.4% 32.3%

ⅵ乗務員の接客 61.4% 8.5%

ⅶ情報提供サービス 58.2% 13.7%

全体 55.8% 18.4%

要望項目 割合 件数（件）

安全運行の徹底 25.1% 622

路線の延伸 18.6% 462
運行本数の増加 14.8% 366
定時性の高い運行 4.4% 108
電停間の運行時間の短縮 2.3% 57
新型車両の導入 8.1% 200
電停の改良（バリアフリー化） 5.3% 131
JRとの乗り継ぎ利便性維持・向上 4.1% 101
バスとの乗り継ぎ利便性維持・向上 3.1% 78
乗務員の挨拶・乗降案内等接客サービスの向上 2.2% 54

時刻表・運行状況などの情報提供サービスの向上 1.5% 37
各商店街・観光施設との協働企画（運賃・入場料割引等）の展開 1.1% 28
その他 9.4% 234

合計 100.0% 2,478



3-2 調査結果（市電の走行環境について）

【概要版】 市電に関するアンケート調査報告書（令和７年度）

■市電に乗っているときに、揺れ、振動、騒音、不安定さなど、気になる点があると答えた
方の割合は37.8%となっており、ないと答えた方が62.2%と多くを占めている。

■気になる点として最も多く挙げられたのは「揺れや振動」だった。その他の項目等につい
ても、ご意見を真摯に受け止め、より安全で快適な走行環境を目指して交通局全体で改善
に向けて取り組んでいく。

①市電に乗っているときに、揺れ、振動、騒音、不安定さなど、気になる点はありますか。

（N＝2,249）

②「ある」と回答された方にお尋ねします。気になる点を教えてください。（複数回答可）

（N＝1,207）

①令和6年度から計4台の新型3両編成車両を導入していますが、乗車されたことはありま

すか。（N＝2,246）

②「ある」と回答された方にお尋ねします。新型3両編成車両の利用しやすさいついて、ど

のように感じますか。（N＝1,099）

3-４ 調査結果（市電の利用者数減少について）

■市電をまったく利用しない方は、自宅から電停が遠いという理由が57.0%を占めている。

次に多いのが、市電より自動車や自家用自転車（バイク）のほうが便利という理由で、
14.1%となっている。

「その他」の意見でも、混雑しているから、積み残しが多いから、といった理由も見られ
た。

市電を利用しない理由を教えてください。（N＝425）

令和6年度以降、市電の利用者が減少しています。令和6年度以降のあなたの利用実態と、
その理由を教えてください。（複数回答可）（N＝2,643）

3-３ 調査結果（新型3両編成車両について）

■新型3両編成車両に乗ったことがない方の方が少し多いという結果となった。

■利用したことがある方のうち、「利用しやすい」「とても利用しやすい」と答えた方の割
合は合計で78.5%と高い。また、改善してほしい点についても80%の方が「特にない」
と回答しており、新型3両編成車両についてご満足いただけている方が多い。

■一方で、

3-５ 調査結果（市電をまったく利用しない方の理由）

■令和6年度以降、市電の利用者が減少しているが、この設問への回答者のうち53.5%は
「利用頻度は特に変わっていない、もしくは増えた」との結果となったが、46.5%の方
は利用が減っていると回答している。

特に、「車内環境に対するストレス（混雑・スーツケース等の持ち込みによる乗降のしに
くさ等）により、利用が減った」との回答が多く（13.2%）、その他のご意見も含め改
善に努めていく。

項目 割合 人数
ある 37.8% 849

ない 62.2% 1,400
合計 100.0% 2,249

項目 割合 件数（件）
揺れや振動が大きくて気になる 40.3% 486

騒音（車輪とレールの接触音）が大きくて気になる 24.3% 293
カーブを曲がるときに不安定に感じる 22.7% 274

その他 12.7% 154
合計 100.0% 1,207

項目 割合 人数
ある 48.3% 1,084
ない 51.7% 1,162
合計 100.0% 2,246

項目 割合 件数（件）

とても利用しやすい 35.7% 393

利用しやすい 42.8% 470
どちらともいえない 16.5% 181
利用しにくい 4.0% 44

とても利用しにくい 1.0% 11
合計 100.0% 1,099

項目 割合 人数
特にない 80.0% 850
ある 20.0% 213
合計 100.0% 1,063

③「ある」と回答された方にお尋ねします。新型3両編成車両で改善してほしい点はありま

すか。（N＝1,063）

①
②

① ②

③

項目 割合 件数（件）
利用頻度は特に変わっていない、もしくは増えた 53.5% 1,415

2024年以降頻発した事故・インシデントにより、利用が減った 5.5% 144
2024年6月に実施した減便により、利用が減った 8.5% 225

2025年6月に実施した運賃値上げ（180円→200円）により、利用が減った 8.8% 232
車内環境に対するストレス（混雑・スーツケース等の持ち込みによる乗降のし にくさ等）により、利用が減った 13.2% 349

上記以外の理由により、利用が減った 10.5% 278
合計 100.0% 2,643

項目 割合 人数
電停が自宅の近くにないから 57.0% 242

市電では移動時間がかかりすぎるから 3.3% 14
市電の運賃が高いから 2.4% 10

市電の設備（車両・電停等）に不満があるから 0.9% 4
市電より自動車や自家用自転車（バイク）のほうが便利だから 14.1% 60
市電よりシェアサイクル（チャリチャリ）のほうが便利だから 2.1% 9
市電より他の公共交通機関（バス・JR等）のほうが便利だから 8.2% 35
最近事故や故障が多く、市電を利用することが不安だから 2.1% 9
車いす、ベビーカー等での移動が困難だから 0.7% 3

その他 9.2% 39

合計 100.0% 425























■過去の回答状況

0

# ## ## 1847

12 2 78 406

0 5 28

# ## ## 266

43 54 ## 344

58 48 ## 1671

0

13 6 4 7

26 15 43 58

45 28 72 203

　※1 熊本市交通局経営計画（2021-2028）で掲げた成果指標の目標値
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◇全体結果
市電の満足度は4.5ポイント上昇し、不満足度は5.3ポイント低下した。

◇項目毎の結果
全ての項目で満足度が上昇し、不満足度が低下した。
項目別では、例年同様、満足度が最も高いのは「運賃」で、不満足度が最も高いのは「電停
施設」となっている。

●

56.4

19.7

R1年度webアンケート（試

行）の結果（N＝809）
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◆全体結果
　市電全体の満足度（「満足」もしくは「やや満足」の割合）は55.8％（昨年比＋4.5ポイント）

　という結果となり、平成21年度の調査開始以降最低値となった昨年度からは少し回復した。

　※令和2年度よりアンケート調査の方式を「対面聞き取り」から「web」方式に変更

◇市電路線の満足度
　市電路線をみると、満足度が54.8％（昨年比＋5.1ポイント）と上昇しており、不満足度は

　21.4%（昨年比△5.8ポイント）と低下している。

◇運行ダイヤの満足度
　運行ダイヤをみると、満足度は56.2％（昨年比＋9.1ポイント）と上昇しており、不満足度も

　20.8%（昨年比△10.4ポイント）と低下している。

◇運賃の満足度
　運賃をみると、満足度は67.0％（昨年比＋1.8ポイント）と上昇しており、不満足度も9.6%

　（昨年比△4.3ポイント）と低下している。例年同様、各項目の中で最も満足度が高い。

◇市電車両の満足度
　市電車両をみると、満足度が52.2％（昨年比＋5.2ポイント）と上昇しており、不満足度は

　22.3%（昨年比△5.6ポイント）と低下している。

◇電停施設の満足度
　電停施設をみると、満足度が40.4％（昨年比＋2.3ポイント）と上昇しているが、例年同様

　各項目で最も低い。不満足度も32.3％（昨年比△0.7ポイント）と低下しており、例年同様

　各項目で最も高い。

◇乗務員の接客の満足度
　乗務員の接客をみると、満足度は61.4％（昨年比＋4.2ポイント）と上昇しており、

　不満足度も8.5%（昨年比△5.5ポイント）と低下している。

◇情報提供サービスの満足度
　情報提供サービスをみると、満足度は58.2％（昨年比＋3.8ポイント）と上昇している。

　また、不満足度も13.7%（昨年比△5.0ポイント）と低下している。

◆考察

・全項目において、満足度は上昇し、不満足度は低下している。

・例年同様、「運賃」の満足度は最も高く、「乗務員の接客」がその次に高い。

昨年度５番目だった「運行ダイヤ」は４番目に上昇した。令和６年６月からの減便以前のダイ

ヤには戻せていないものの、令和７年４月から最終電車の繰り下げを伴う増便を行ったこと

も一定程度評価していただいたものと考えられる。

・電停施設の満足度は、例年同様最も低く、不満足度も1番高くなっている。

・全体の満足度について、昨年度からは上昇したものの、引き続き70％の目標を達成できな

かった。

・令和６年～７年にかけて相次いだ運行トラブルを受け、各種取組を進めてきた成果が少し

ずつではあるが表れてきていると考えられる。引き続き、交通局全体で、安全対策はもとより、

利用者の満足度向上のため必要な施策に取り組んでいく。

※令和２年度以降の満足度は令和元年度以前とでの比較で低水準であるが、これはR2年

度からのアンケート方式の変更（対面聞き取り式→web方式）も関係していると推測される。
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